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　新生代は寒冷化の時代であり、3つのステップで寒冷化が進行したことが底生有孔虫酸素同位体比記録から

知られている。そのうち、中期中新世の寒冷化に際しては、北太平洋沿岸において珪藻が大量に堆積して形成

された、有機物に富んだ珪質な堆積物が広く分布している。女川層もその１つで、珪質で硬いポーセラナイト

と砕屑物を多く含み比較的軟らかい泥岩がm-スケールの有律互層を形成している。また、一部の珪質度の高い

層準では、cm-スケールの黒色バンドの存在も報告されている。しかし、これらの形成年代や要因については

詳しくはわかっていない。 

　本研究では、秋田県矢島地域に見られる女川層に対して、細かい年代目盛りを入れるために、m-スケールの

堆積サイクルを作り出す原因が生物源シリカの含有量変動である事を示し、その変動周期を用いて、サイクル

層序の適用を試みた。 

　まず、野外調査によって層厚約130mの詳細で連続な統合柱状図を得た。また、岩相の違いにより下位から

Unit A (石灰質泥岩と泥岩の有律互層)、Unit B (泥岩中に周期的に珪質岩が挟まれる)、Unit C (珪質泥岩中によ

り硬い珪質泥岩が挟まれる)、Unit D (cm-スケールの黒色バンドをもつ泥質ポーセラナイト)、Unit E (珪質泥岩

及び硬質珪質泥岩)の5つの岩相ユニットに区分した。このうち、珪質岩が明確な周期性を示すUnit B, Unit C,

Unit Dについて、その珪質度（silica rank）の変動として堆積サイクルを検出した。Silica rankとは、野外にお

いて珪質岩をその硬さにより5段階で表したものであり、XRD分析によってその硬さが生物源シリカの含有量

に依存することを確かめた。このsilica rankの変動について、Unit BとUnit Cの区間とUnit Dの区間とでは明

らかに異なる周期的特徴を示しており、これらは岩相の変化に伴う堆積速度や地球軌道要素への応答の変化を

記録していると考えられる。そこで微化石による年代制約を与えた上で、silica rankの変動周期を底生有孔虫

の酸素同位体比δ18O変動曲線と対比し、年代モデルの高精度化、高解像度化を図った。JpGUでは、その詳細

について報告する。
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